
 

 

 

 

 

 

 

 

イベント報告 

「親子で図書館体験」 
 

昨年度 2 日間の開催だった「図書館体験」ですが、大好評

のため日数を増やし、8 月 2 日（金）から 10 日（土）にか

けて開催しました。市内の小中学生の親子を対象に、司書の

仕事を体験するイベントです。午前の部・午後の部、合わせ

て延べ 63 名が参加してくださいました。 

内容は、バックヤードツアー、レファレンスクイズ、POP

作成でした。 

レファレンスクイズがとくに楽しかったようで、「またや

りたい」「親子で話し合いながらクイズを進めていくのが楽

しかった」などのご意見を

いただきました。 

 作っていただいた POP

は館内に掲示させていただ

いています。 

 

「Let’s 理科読～見て聞いてさわろう 音～」 
 

7 月 28 日（日）増田公民館ホールにおいて「Let’s 理

科読」が開催されました。午前の部には 96 名、午後の部に

は 63 名にご参加いただきました。 

この行事のた

めに、増田中学校

から 15 名、名取

北高等学校・宮城

県農業高等学校か

ら 35 名、尚絅学

院大学から 6 名、

ボランティア

でお手伝いい

ただきました。 

今回のテーマは「見て聞いてさわろう 音」です。タ

ピオカストローのトロンボーン、大糸電話などの実験

や、読み聞かせを通じて、音が聞こえる仕組みの理解が

深まるイベントでした。 
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研修会報告 

第 2 回 図書館担当職員研修会 
 

9 月 6 日（金）増田公民館講義室において、市内小中学校の図書館担当教諭と学校司書、市図書

館司書との合同研修会を開催しました。今回は「平安文学の世界-光源氏のモデルは誰か？-」と題し

て、尚絅学院大学教職課程センター長 松本真奈美

教授に講座を開いていたいだきました。市民向けの

内容でもあるため、事前に申込をしていた市民の皆

さんも参加されました。 

大河ドラマで話題なこともあり、市民向けはす

ぐに定員に達し、質疑応答でも積極的な発言があり

ました。 

アンケートの結果も、「大変興味を引き立てられ

ました」「皆さんからの質問も多様で、先生の的確

なお答えに感心いたしました」と、大変好評でした。 

 

著作権研修会 
 

7 月 11 日（木）市役所 6 階会議室において、「著作権研修会」が開催され、当日記入した質問へ

の回答がありました。学校図書館に関係する質問は下記のとおりです。 

 

Q.図書館だよりに書影を載せる、図書館だよりを PDF 化等してホームページに載せる場合、許諾

は必要か？ 

A.書影は版元により図書館であっても扱いが異なります（申請の要不要）ので、確認が必要です。

著作権情報センターのパンフレットや HP の Q＆A が参考になりますのでぜひご覧ください。 

Q.「おたよりに使ってください」という内容の本は許諾なく配布物に使用していいのか？ 

A.紙に印刷して配布する場合（複製）と、HP に掲載すること（公衆送信）は別ですので、本の奥

付（著作権に関する注意書きの有無）をご確認いただければと存じます。 

 

各種お知らせ 

学校図書館協議会で「学校教育と著作権」に関する質問・お悩みを募集中 

12 月から開催の「学校図書館実践講座 ONLINE」の中で答えてほしい「学校教育と著作権」に関

する質問・お悩みの募集をしています。受付締め切りは 10 月 31 日（木）です。学校図書館協議会

HP 内リンクから、学校現場の質問・お悩みをお寄せください。 

 

「来館日ビンゴ」開催中 

来館を楽しみにしてもらえる「来館日ビンゴ」を始めました。来館日の数字を

ビンゴカードから探し、カウンターでハンコを押してもらうイベントです。1 列

そろうごとにシールをプレゼント！ 

とくに校外学習で来館する市内小学 2 年生におすすめですが、もちろん大人

の方でも OK。ぜひご参加ください。 

 

2024 年・第 78 回読書週間 

 10 月 27 日（日）から 11 月 9 日（土）までは読書週間です。この期間中は、

図書館だけではなく、書店、出版社、新聞社等、本や活字にかかわる様々なところ

で、読書を推進するためのイベントが行われます。 

読書に関する楽しいイベントは、子どもたちが読書に親しむためのきっかけ作りと

して大変有効です。新たなジャンルに興味を持ったり、読書習慣を身につけるきっか

けにもなります。 

 読書週間が、子どもだけではなく、大人も一緒に本に触れあう機会になればいいで

すね。 


